令和７年度大阪府がん対策推進委員会　第１回がん検診部会（概要）　


１．日　時：令和８年２月12日（木）18時～19時

２．場　所：大阪がん循環器病予防センター　６階研修室

３．報告事項：（１）第４期大阪府がん対策推進計画の進捗管理について
（２）令和８年度実施新規事業について 
　　　　　　 （３）各がん検診の精検結果依頼兼結果報告書の改訂について

４．委員からの意見要旨
（１）第４期大阪府がん対策推進計画の進捗管理について
≪たばこ対策について≫
　　○　条例において、病院や大学などの施設には、敷地内全面禁煙が努力義務として課されている。100パーセントの達成はなかなか難しいと思うが、達成に向け引き続き取り組んでほしい。

≪がん検診について≫
· 大阪市でアスマイルを活用し、がん検診を受診したらポイントを付与し、受診率が上がっていると聞いている。高槻市においてもインセンティブの付与を検討している。受診率向上策の参考としてほしい。
· がんは、自分で違和感を覚える段階になると、進行している可能性が高い。早期発見のためにも検診を受けてもらうことが重要。引き続き検診の啓発に取り組んでほしい。
· イベント等の啓発で、当日の参加者に発信するだけでは効果が限定的となるため、さらなる展開を工夫してほしい。


（２）令和８年度実施新規事業について
≪攻めの予防検診受診率向上事業企画運営業務について≫
· がん検診を含め健康意識を高めていく必要がある。そのために著名人を起用しPRする、民間企業のノウハウ等を活用し啓発していくことに、ぜひ取り組んでいただきたい。テレビやSNS等のメディアで取り上げられること等をきっかけに、無関心層に響くことを期待する。
· がん検診のうち、子宮頸がんは受診対象年齢が若い。対象年齢に合わせた啓発や著名人の起用も一つのアイデア。また、単に「検診を受けましょう」だけでは受診につながらない。「なぜ受けないといけないのか」等、具体的な理由やメッセージを効果的に発信していく必要がある。

（３）各がん検診の精検結果依頼兼結果報告書の改訂について
· 検診実施主体である市町村の意向等を踏まえ、わかりやすい様式となるよう検討を進めてほしい。

